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令和５年度進捗状況に対する委員意見に関わる今後の町対応について

重点事業
プロジェクト

重点
No

事業名 意見 今後の町対応（案） 担当課

1
吾妻山をはじめとする公
園等の維持管理と運営を
推進

啓発回数や新規参加者割合の増加による数値指標
の達成を目指すとともに、継続可能な事業の「仕
組みづくり」を検討してはいかがでしょうか。

各公園の植物の開花状況等、季節ごとの情報を
ホームページ等で提供し、掲載内容や検索のしや
すさ等を工夫し、新規閲覧者にも分かりやすい情
報の更新をこまめに行っていきます。
また、吾妻山公園のシバザクラ園のシバザクラを
良好な状態に保つことが難しいため、花木の植替
え等のリニューアルを検討してまいります。

都市整備課

2 葛川の美化を推進

後期実施計画に向けて、別紙「【参考1】後期実施
計画での指標設定の方向性」及び「【参考2】後期
実施計画に向けた指標設定の方向性」を基に、適
切な指標の検討・検証を進めてまいります。

生活環境課

4 地域美化活動を推進
重点事業No.2における今後の町対応と同じとしま
す。

生活環境課

8 熱中症対策の推進

熱中症対策を呼びかける情報提供回数が多いのに
もかかわらず、熱中症による搬送患者数が増加し
ている状況で評価を「Ａ」とすることに疑問を感
じます。

熱中症対策を呼びかける情報提供回数は、引き続
き数値目標を達成できるように維持し、併せてど
のような対策を講じる必要があるのか啓発をする
ことで、熱中症による搬送患者数が減少するよう
啓発に努めてまいります。

生活環境課

9 循環型社会の形成を目指
した３Ｒ・３Ｓの推進

循環型社会の形成を目指す「仕組みづくり」の創
出にあたって、事業者と連携した施策を講じるこ
とができないか試行・検証してはいかがでしょう
か。

重点事業No.2における今後の町対応と同じとしま
す。

生活環境課

11
世界規模、地球規模での
環境問題にかかわる教
育・学習の推進

重点事業No.2における今後の町対応と同じとしま
す。

生活環境課

12
環境に関する情報提供の
推進

重点事業No.2における今後の町対応と同じとしま
す。

生活環境課

13
体験しながら環境につい
て学ぶ機会の創出

重点事業No.2における今後の町対応と同じとしま
す。

生活環境課

14
環境への想いをつなぐ場
づくりの推進

　環境に係る出前講座に「千年にのみや地球会
議」の開催を加えることや、環境問題について考
えるきっかけの場をワールド・カフェに限定せ
ず、様々な場づくりの創出に取り組むことを検討
してはいかがでしょうか。

ご指摘の通り、「ワールド・カフェ」はきっかけ
の場の一つに過ぎないため、今後は様々な場づく
りの創出ができないか検討してまいります。

生活環境課

　情報提供回数や新規参加者の割合の増加を目指
すだけでなく、情報が正確に伝達されているか、
どのような行動変化が生まれるかを意識した事業
の展開ができないか試行・検証してください。

トコトン「まちを
美しくしよう！」
プロジェクト

情報提供回数や新規参加者の割合の増加を目指す
だけでなく、情報が正確に伝達されているか、ど
のような行動変化が生まれるかを意識した事業の
展開ができないか試行・検証してください。

トコトン「地球に
やさしくしよ

う！」
プロジェクト

トコトン「行動の
輪を広げよう！」
プロジェクト
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